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大会プログラム 
 

時  間 内       容 
12:30- 〈〈入入室室開開始始〉〉  

13:00-13:10 〈〈開開会会式式〉〉 

 ・会長挨拶    折戸 晴雄(日本インターンシップ学会 会長) 
・実行委員長挨拶 戸崎  肇(第 21 回大会実行委員長) 

13:15-13:45 〈〈基基調調講講演演〉〉  

  ・テーマ：「社員がイキイキと働ける環境をめざして－日本航空が実践する働き方
改革－」 

 ・講演者：小田 卓也(日本航空株式会社 執行役員・人財本部長) 
 ・司 会：戸崎 肇(第 21 回全国大会実行委員会 委員長) 

14:00-17:00 〈〈研研究究発発表表〉〉  

 ＡＡ会会場場((RRoooomm  AA))  

特特徴徴的的ななイインンタターーンンシシッッププⅠⅠ  

ＢＢ会会場場((RRoooomm  BB))  

特特徴徴的的ななイインンタターーンンシシッッププⅡⅡ  

ＣＣ会会場場((RRoooomm  CC))  

イインンタターーンンシシッッププのの効効果果  

ＤＤ会会場場((RRoooomm  DD))  

イインンタターーンンシシッッププのの歴歴史史とと展展開開 

[14:00-14:30] A-1 
インストラクショナルデ
ザインによるオンライ
ン・インターンシップの
設計と運営 
山本美奈子(山形大学)・
松坂暢浩(山形大学) 

B-1 
リモートインターンシッ
プの設計と実践 
山本幸一(大阪国際大学) 

C-1 
学生アスリート向けイン
ターンシップ改善効果分
析 
中沢正江(京都産業大
学)・松本翔伍(京都産業
大学)・松尾智晶(京都産
業大学)・伊吹勇亮(京都
産業大学) 
 
 

D-1 
米国のキャリア教育運動
の歴史を改めて考察する 
田中宜秀(元名古屋大学) 

[14:50-15:20] A-2 
オンラインインターンシ
ップへの学生の評価と課
題－MiraiShip インターン
に参加した学生への調査
から 
野村尚克(Mirai Ship) 

B-2 
実践報告：フルリモート
型インターンシップの開
発と実践 
大串恵太(追手門学院大
学)・伊藤文男(追手門学
院大学) 

C-2 
複数社による短期インタ
ーンシップの企業と学生
の効果検証ーNPO 法人 G-
net によるシゴトリップ
の事例よりー 
今永典秀(名古屋産業大
学) 
棚瀬規子(NPO 法人 G-net) 
 
 

D-2 
日本統治時代台湾におけ
る職業体験実習(インター
ン)について 
井上敏孝(常磐会学園大
学) 

[15:40-16:10] A-3 
中小企業におけるインタ
ーンシップの新たな活用 
岩井貴美(近畿大学) 

B-3 
オンラインを活用した実
践型インターンシップ
“地域ベンチャー留学”
の事例報告および今後の
展望～参加学生・受け入
れ企業・現地コーディネ
ーターの声をもとに～ 
伊藤淳司(NPO 法人
ETIC.)・堀川風花(NPO 法
人 ETIC.) 

C-3 
インターンシップ経験と
入社後 RS・早期離職行動
との関連性―大卒社会人
3 年目(2016 年入社・
2017 年入社)調査に基づ
いて― 
本庄麻美子(和歌山大学) 

D-3 
コミュニティ・スクール
における学校運営協議会
の組織活動－中間組織の
継続性に着目して－ 
江藤智佐子(久留米大学) 

[16:30-17:00]  B-4 
対面・非対面型産学連携
課題解決型授業の効果に
関する一考察 
伊藤文男(追手門学院大
学) 
 
 
 
 
 

C-4 
医療機関でのインターン
シップ経験による短大生
の職業意識の変化に関す
る探索的研究 
北村雅昭(大手前大学) 

 

17:10-17:40 〈〈22001199 年年度度  高高良良記記念念研研究究助助成成報報告告〉〉  

 ・テーマ：「インターンシップコーディネーターの役割調査、研究」 
・発表者：永川 幸子(四天王寺大学) 
・司 会：古閑 博美(学会表彰委員会 委員長) 

17:40-17:50 〈〈閉閉会会式式〉〉 

 ・2020 年度 高良記念研究助成対象者発表 古閑 博美(学会表彰委員会 委員長) 
・実行委員長挨拶 松坂 暢浩(第 21 回大会実行委員長) 

18:20-19:50 〈〈OOnnlliinnee 懇懇親親会会〉〉 
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